
いっぽいっぽの挑戦

Ⅰ　沖縄における反貧困ソーシャルワーク運動の展開と視点（高木　博史）
Ⅱ　沖縄の貧困と向き合うソーシャルワーカー奮闘記（繁澤　多美）
　　（『福祉のひろば』2013 年 4月～2015 年 3月連載）
Ⅲ　いっぽいっぽと共に歩んで
　　　朝日健二／稲垣　暁／大井　琢／加藤彰彦
Ⅳ　「沖縄の貧困」を問い続ける新たな展開と課題（高木　博史）

1冊1200円
（税別）

沖縄ではじめて、地域に事務所を構えた独立型社会福祉事務
所「いっぽいっぽ」。その後約５年間にわたり、沖縄の貧困問
題とむきあってきた実践の軌跡がここに！
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――沖縄の貧困・差別・平和と向き合うソーシャルワーク――

社会保障･社会福祉の原理･原則がここにある！

真田是著作集[全５巻]
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人
よ
り
か
か
し
が
多
い
集
落

　
　
東
祖い

や

や

ま

谷
山
・
名な

ご

ろ頃
　
祖
谷
か
か
し
村

　

徳
島
県
三み

の野
町
・
池
田
町
・
山
城
町
・
井
川
町
・
東
祖
谷
山

村
・
西
祖
谷
山
村
が
二
〇
〇
六
年
に
合
併
し
て
三
好
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
回
、
旧
東
祖
谷
山
村
の
名
頃
、
落
合
を
訪
ね
ま

し
た
。

　

か
か
し
は
、
こ
の
地
か
ら
嫁
い
で
い
っ
た
女
性
が
こ
こ
に
も

ど
り
、
二
〇
〇
三
年
ご
ろ
か
ら
つ
く
り
は
じ
め
た
の
が
は
じ
ま

り
で
す
。
も
と
も
と
、
害
獣
を
追
い
払
う
た
め
に
父
親
の
姿
を

ま
ね
て
つ
く
り
は
じ
め
ま
し
た
が
、
父
親
と
ま
ち
が
っ
て
あ
い

さ
つ
す
る
人
が
お
ら
れ
、
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。



　

古
民
家
の
軒
先
で
、
談
笑
し
な
が
ら
蕎

麦
の
実
を
よ
り
分
け
て
い
ま
す
。
こ
の
地

で
は
、
米
が
で
き
ま
せ
ん
。
蕎
麦
で
す
。

　

家
の
軒
先
に
、
バ
ス
停
に
、
屋
根
の
上

や
あ
ぜ
道
に
と
、
村
の
生
活
の
あ
ち
こ
ち

で
か
か
し
が
生
き
て
い
ま
す
。
ぜ
ん
ぶ
で

四
〇
〇
体
ち
か
い
人
形
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
風
雨
の
中
で
は
三
年
ぐ
ら
い
し
か
も

た
な
い
そ
う
で
す
。



　

台
所
に
あ
つ
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
の
女
性
の
か
か
し
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

山
仕
事
や
畑
仕
事
な
ど
の
第
一
次
産
業
が

衰
退
す
る
な
か
、
都
会
に
移
住
す
る
人
が
絶

え
ま
せ
ん
。
名
頃
地
域
の
人
口
は
、
以
前
は

一
〇
〇
名
以
上
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
二

〇
数
名
の
限
界
集
落
と
な
り
ま
し
た
。



　落合集落は祖谷川と落合川の合流地点、山裾から山頂近くまでの山腹を切り開いた集落で、
集落内の高低差は390メートルあります。急斜面にそって切り開かれた田畑と、江戸中期か
ら昭和初期にかけて建てられた古民家が散在し、里

りどう

道がめぐっています。
　くわしくは、トピックス「四国山地　祖谷を訪ねて」（50ページ）をご覧ください。
� （写真・コメント　下野祇園）
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とりかえすたたかい
65歳で障害福祉給付打ち切りは許さない

　 　　天
あまがい

海　正
まさかつ

克さん障害者の生活と権利を守る千葉県連絡協議会　代表

私
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
一
日
二
～
三
時
間
の
居
宅
介
護
を
受
け
、
快
適
に
ひ
と
り

暮
ら
し
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
毎
朝
、
ヘ
ル
パ
ー
の
介
助
で
、
入
浴
・
朝
食
・
リ
ハ
ビ
リ
・
洗
濯
・
着

替
え
・
整
髪
な
ど
を
す
ま
せ
、
ヘ
ル
パ
ー
は
私
に
「
今
日
も
気
を
つ
け
て
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か

け
、
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
、私
は
二
〇
一
四
年
七
月
一
三
日
に
満
六
五
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
同
年
六
月
末
ご
ろ
か
ら
、

数
度
に
わ
た
り
電
話
や
面
談
で
、
千
葉
市
花
見
川
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
支
援
係
か
ら
介
護
保
険
の
申
請
を
要

請
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
障
害
者
の
社
会
参
加
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
福
祉
」
と
、
高
齢
者
の
安
心
・
安
全

な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
「
介
護
保
険
」
と
の
ち
が
い
や
、
障
害
者
運
動
で
か
ち
と
っ
た
成
果
（
低
所
得
者

で
あ
る
障
害
者
の
利
用
料
無
料
化
な
ど
）
を
反ほ

ご故
に
し
た
く
な
い
こ
と
な
ど
を
く
り
か
え
し
話
し
、
介
護
保
険
申

請
を
断
り
、
七
月
末
で
期
限
が
切
れ
る
障
害
者
福
祉
の
居
宅
介
護
の
継
続
を
申
請
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
八
月
に
な
っ
て
先
に
申
請
し
た
居
宅
介
護
継
続
申
請
を
却
下
す
る
旨
の
千
葉
市
長
名
の
通
知
書

（
八
月
一
日
付
）
が
届
き
、
そ
れ
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
の
障
害
者
福
祉
給
付
は
バ
ッ
サ
リ
打
ち
切
ら
れ
、
私
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
が
来
な
い
と
、
衣
服
は
着
た
ま
ま
に
な
り
、
洗
濯
・
掃
除
・
入
浴
・
洗
顔
・
整
髪
な
ど
も
で
き
ず
、

生
活
が
成
り
立
た
な
い
の
で
、
事
業
所
に
お
願
い
し
て
今
ま
で
ど
お
り
の
介
護
を
自
費
で
受
け
る
こ
と
に
し
、

ヘ
ル
パ
ー
に
継
続
し
て
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
四
年
八
月
分
の
費
用
は
一
三
万
八
九
六
〇
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あまがい　まさかつ

千葉県千葉市在住。脳性まひにより重度肢体障害がある。65歳の
誕生日を前に、千葉市が障害福祉サービスの継続申請を却下した
のは憲法や障害者権利条約に違反するとして、2015年11月27日、
千葉市を相手取り千葉地方裁判所に提訴した。

「社会参加の権利」を

円
、
九
月
分
（
二
日
分
）
の
費
用
は
一
万
二
八
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
収
入
は
、
障
害
基
礎
年
金
・
特
別
障
害
者
手
当
・
扶
養
年
金
を
合
わ
せ
て
月
約
一
三
万
円
で
す
の
で
、

一
か
月
分
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に
も
足
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
全
額
負
担
し
続

け
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
九
月
三
日
に
介
護
保
険
を
申
請
し
、
同
月
二
九
日
に
認
定
調

査
を
受
け
、
要
介
護
１
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
ま
で
と
同
じ
月
七
〇
時
間
の
介
護
を
確
保
す
る
に
は
介
護
保
険
だ
け
で
は
足
ら
な
い
た
め
、
週

六
日
の
う
ち
金
曜
日
の
三
時
間
だ
け
は
障
害
者
福
祉
の
居
宅
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
介
護
保
険
で
は
、
月
一
万
五
〇
〇
〇
円
の
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
私
は
、
生
活
を
切
り
詰
め
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
六
五
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
障
害
者
へ
の
支
援
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
生
活
を
困
難
に
さ
せ
た
千
葉
市
長

に
よ
る
処
分
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
日
に
、
不
服
審
査
請
求
を
千
葉
県
に
提
出

し
ま
し
た
が
、
県
は
二
〇
一
五
年
五
月
末
に
棄
却
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
う
し
た
冷
た
い
行
政
を
告
発
し
、
障

害
者
総
合
支
援
法
の
介
護
保
険
優
先
を
撤
回
さ
せ
、
改
悪
さ
れ
続
け
て
い
る
介
護
保
険
制
度
を
あ
ら
た
め
さ
せ

る
た
め
、
一
一
月
二
七
日
に
千
葉
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
・
障
害
者
権
利
条
約
・
障
害
者
基
本
法
な
ど
に
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
六
五
歳
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
障
害
者
福
祉
給
付
を
打
ち
切
る
こ
と
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。
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合
宿
研
究
会
の
内
容
　
　
二
〇
一
六
年
一
月
九
日
～
一
〇
日

■
一
日
目
　
対
象
か
ら
と
ら
え
る
社
会
福
祉
　

　
「
対
象
か
ら
と
ら
え
る
社
会
福
祉
─
─
保
育
分
野
」

　
　
　

藤
井
伸
生
さ
ん
（
京
都
華
頂
大
学
教
授
・
京
都
保
育
運
動
連
絡
会
会
長
）

　

｢

対
象
か
ら
と
ら
え
る
社
会
福
祉
─
─
障
害
分
野｣

　
　
　

山
崎
信
一
さ
ん
（
日
本
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　

｢

高
齢
者
事
業
団
で
は
た
ら
く
高
齢
者
の
実
態
と
課
題｣

　
　
　

齊
藤
眞
一
さ
ん
（
京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
理
事
長
）

　
「
貧
困
大
国
日
本
と
生
活
保
護
の
政
策
動
向
、
市
民
の
対
抗
」

　
　
　

吉
永
純
さ
ん
（
花
園
大
学
教
授
）

　
「
対
象
か
ら
と
ら
え
る
社
会
福
祉
─
─
地
域
福
祉
」

　
　
　

志
藤
修
史
さ
ん
（
大
谷
大
学
教
授
・
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

河
合
克
義
理
事
（
明
治
学
院
大
学
教
授
）

■
二
日
目
　
福
祉
事
業
に
参
入
し
た
営
利
事
業
問
題
を
考
え
る

　

｢

企
業
で
働
く
…
…
ヘ
ル
パ
ー
は
商
品
？｣

　
　
　

浦
野
喜
代
美
さ
ん
（
京
都
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
会
代
表
）

　

｢

保
育
が
値
切
ら
れ
て
い
る
…
…
安
上
が
り
で
保
育
の
蓄
積
を
無
視
し
た
青
い
と
り
保
育
園
の
い
ま｣

　
　
　

山
田
ゆ
う
子
さ
ん
（
青
い
と
り
保
育
園　

元
園
長
）

　
「
福
祉
事
業
に
参
入
し
た
営
利
事
業
問
題
を
考
え
る
─
─
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
か
ら
」

　
　
　

榊　

尚
子
さ
ん
（
コ
ス
モ
ス
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
え
る
と
施
設
長
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

石
倉
康
次
理
事
長
（
立
命
館
大
学
教
授
）

社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会　

第
20
回
合
宿
研
究
会
in
京
都

対
象
か
ら
み
た
社
会
福
祉
、
営
利
企
業
参
入
の
実
態
を
考
え
る

　
　

─
─
社
会
福
祉
研
究
の
い
ま
を
考
え
る　

パ
ー
ト
Ⅱ
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一
月
九
日
・
一
〇
日
、
京
都
市
北
区
の
大
谷
大
学
に
お
い
て
、

第
二
〇
回
合
宿
研
究
会
in
京
都
を
開
催
し
ま
し
た
。

合
宿
研
究
会
は
、
毎
夏
の
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
の
企
画

を
検
討
す
る
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
研
究
会
企

画
は
、
昨
年
九
月
の
当
研
究
所
常
任
理
事
会
に
て
、
国
民
（
対

象
）
の
生
活
実
態
や
福
祉
要
求
に
、
い
ま
の
政
策
・
運
動
は
向

き
合
え
て
い
る
の
か
を
問
い
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
よ
う

と
確
認
し
、
報
告
者
は
、
お
も
に
京
都
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

を
中
心
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
児
童
、
高
齢
、
障
害
分
野
の
対
象
領
域
ご
と
の

生
活
実
態
と
社
会
福
祉
の
現
状
、
地
域
福
祉
の
現
状
を
、
具
体

的
事
例
や
当
事
者
の
要
求
、
調
査
結
果
な
ど
か
ら
掘
り
下
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
二
日
目
は
、
福
祉
事
業
に
お
け
る
企
業
進

出
の
現
実
と
、
そ
の
も
と
で
の
福
祉
労
働
の
実
態
に
つ
い
て
、

児
童
・
高
齢
・
障
害
の
領
域
か
ら
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

実
態
か
ら
社
会
福
祉
を
問
う

研
究
会
一
日
目
の
テ
ー
マ
は
、「
対
象
か
ら
み
た
社
会
福
祉
」

で
す
。
社
会
保
障
制
度
審
議
会
「
九
五
年
勧
告
」
以
降
、
い
っ

そ
う
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
国
の
責
任
が
あ
い
ま
い
に
な

り
、
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
が
あ
た
か
も
国
民
の
相
互
扶
助
、

助
け
合
い
「
互
助
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
自
助
、

互
助
、
共
助
が
強
調
さ
れ
て
、
公
の
責
任
は
後
景
に
追
い
や
ら

れ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
対
象
課
題
を
、
社
会
性
が
あ
い
ま

い
に
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
で
は
な
く
生
活
問
題
と
し
て
、
創
出
さ
れ

る
社
会
的
背
景
、
と
り
わ
け
雇
用
問
題
、
貧
困
問
題
に
結
び
つ

け
て
対
象
を
把
握
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
会
で
は
、
浜
岡
政
好
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
副

理
事
長
（
佛
教
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
研
究
会
の
テ
ー
マ
を
解

題
す
る
開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。


